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I 公募スケジュール 

 

 

手続き 時期 

公募の開始 

※公表、応募用紙の入手は市ホー

ムページで行う 

令和６年１２月２６日（木） 

日明・本城かんびん資

源化センター見学会 

受付期間 令和６年１２月２６日（木）～令和７年１月１０日（金） 

開催日 令和７年１月１６日（木） 

（日明）午後１時～、（本城）午後３時～ 

質問受付期間 

※ 回答日時 

 １月２４日（金）午前１０時 

令和６年１２月２６日（木）～令和７年１月２０日（月）午後５時 

参加申込書受付期間 令和６年１２月２６日（木）～令和７年１月３１日（金）午後５時 

応募資格決定通知 令和７年２月７日（金） 

提案書の提出期限 令和７年２月１０日（月）午後５時 

審査委員会の開催 令和７年２月中旬 

優先交渉権者の決定および通知 令和７年３月上旬 

物品売買契約書の締結 令和７年３月中旬 

ペットボトルベール品引渡し 令和７年４月より 

 

※ 呼称について、応募申込時点では「応募者」、選定された応募者を「優先交渉権者」、契約締  

結以降は「事業者」とします。 
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募集内容 

１ 案件名称 

令和７年度ペットボトルベール売払 

 

２ 趣旨 

近年、環境負荷の低減や、ＣＯ２ 排出量の削減などの観点から、水平リサイクル（使用済製

品を原料として用いて同一種類の製品を製造するリサイクル）の機運が高まってきており、特に

ペットボトルについては、「２０３０年ボトルtoボトル比率５０％宣言（全国清涼飲料連合

会）」が発表されるなど、各社で検討が進められています。 

本市では従来から、日本容器包装リサイクル協会に市内かんびん資源化センターで成型された

ペットボトルベール品を引き渡すことにより、多様な資源化を推進してきましたが、ボトルtoボ

トルの潮流を踏まえて、令和５年度から北九州市本城かんびん資源化センターからのペットボト

ルについてボトルtoボトルを条件とした入札を実施（北九州市日明かんびん資源化センター分は

引き続き日本容器包装リサイクル協会に引き渡し）しました。 

その一方で、今年度策定した北九州市環境基本計画では、政策目標のひとつに「循環経済（サ

ーキュラーエコノミー）システムの構築を掲げ、市内で消費された様々なものが、市内のリサイ

クル企業で再資源化され、再び新たなものづくりや市民生活に活かされる「地消・地循環」に取

組むこととしています。 

このような状況を踏まえ、令和７年度分からは、地域循環の実現、ボトルtoボトルの推進、多

様な資源化を統合した独自の入札を実施することとし、本城及び日明のかんびん資源化センター

の当該ペットボトルベール品を買い受け、その５０％以上をボトル to ボトルリサイクルを実施

することを条件として、リサイクル事業者を募集します。 

募集にあたっては、公募型プロポーザル方式により、法人等から提案を募り、選定委員会にて

優れた提案を選定し、優先交渉権者を決定します。 

 

３ 募集の考え方 

【リサイクルの要求水準】 

国内においてペットボトル等への再生処理を行うこと。また、可能な限り本市内にてペッ

トボトル等への再生処理を行うこと。 

※ペットボトルとは、資源の有効な利用の促進に関する法律施行令（平成３年政令第３２

７号）別表第五の第四欄又は第五欄のポリエチレンテレフタレート製の容器を指す。 

買い受けたペットボトルのうち、残渣を除いた５０％以上（重量ベース）をペットボトル

に再生すること。 

買い受けたペットボトルベール品の運搬、再生樹脂生産、ペットボトル成形、製品化に至

る一連の工程で、生活環境に悪影響等を発生させず、持続可能な体制で国内資源循環を図

るリサイクルのルートを構築すること。 

歩留まりや残渣について、他用途への再生ルートや廃棄物として適切に処理するルートを

確保すること。 

本市のペットボトルを他のペットボトルと区別して管理し、工程ごとの処理量、再製品化

量、残渣量を管理すること。 

ただし、他のペットボトルと区別しての管理が難しい場合は、他のペットボトルについ

て、異物混入や汚染の程度、重合の状態などが本市のペットボトルからの生成物と同質の

場合、それぞれの重量を測定したうえで混合して処理し、処理後の生成物 の量や残渣量

を重量で按分することができるものとする。 
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